
報告日（西暦）     年   月   日 

研究成果（最終）報告書 （1/ ） ☆必要ページ数は各自調整のこと 

※（最終年度修了後に生活状況報告書と共に提出すること） 

 

研究助成奨学金を受給した最終年度修了後、研究実績の総括を報告するものです。 

指導教員が総評を記述し提出してください。片面印刷でプリントアウトすること。 

 

以下報告内容に虚偽無きことを証明いたします 

大学院名  

印 
学長・学部長・研究科長 

何れかの署名 
 

 

学生氏名  

大学院名  

研究科・専攻名・学年  

研究テーマ（研究課題） 

 

 

 

奨学金受給開始年度  

 

 

◇ 指導教員総評（必ず指導教員が記入してください） 

指導教員から見た学生の評価（研究への取り組み、実績と成果など）と今後の期待を記述してください。 
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１. 研究実績（以下、対象学生が記述） 

奨学金受給による研究実績総まとめを記述してください。成果の波及効果や社会的貢献の可能性など含め記

述してください。論文発表や学会発表事例なども記述してください。 
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１. 研究実績（続き） 
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２. 奨学金使途実績 

助成期間 2年または 3年間（100または 150万円）の奨学金使途実績を具体的に記述してください。 

 

 

３. 研究者評価 

反省と課題、今後の更なる展開含め学生自身の自己評価を記述してください。 

 

 

※必要があれば別途、資料の添付も可 


